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平成２８年１２月、島根県松江市沖で僚船にえい航されていた漁船が転覆し、乗組員４人が死亡
５人が行方不明となる事故が発生しました。
この転覆事故は、風や波の影響のほかに、えい航ロープの長さが不十分で、ロープによる力が船に
伝わりやすい状態でした。 また、えい航されていた漁船は、甲板上に設置していた水槽の影響等に
より、 復原性が低下した状態でした。

本事例の調査報告書は当委員会ホームページで公表しております。（平成２９年１１月３０日公表）

http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2017/MA2017-11-1_2016tk0016.pdf

① 見張り員の配置

③ 追従するような操舵

② えい航ロープの長さ

④ 復原性の考慮


